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SDGｓとは

• 持続可能な開発目標（SDGs）
Sustainable Development Goals

• 2001年に策定されたミレニアム開発目標
（MDGs）の後継として，2015年9月の国連サ
ミットで採択された「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」にて記載された2016年から
2030年までの国際目標

• 17項目の目標から構成



SDGsにおける17の目標



1. 貧困を無くそう
2. 飢餓をゼロに
3. すべての人に健康と福祉を
4. 質の高い教育をみんなに
5. ジェンダー平等を実現しよう
6. 安全な水とトイレを世界中に
7. エネルギーをみんなにそしてクリーンに
8. 働きがいも経済成長も
9. 産業と技術革新の基盤をつくろう
10. 人や国の不平等をなくそう
11. 住み続けられるまちづくりを
12. つくる責任つかう責任
13. 気候変動に具体的な対策を
14. 海の豊かさを守ろう
15. 陸の豊かさも守ろう
16. 平和と公正をすべての人に
17. パートナーシップで目標を達成しよう



プラスチックは貢献している

• N0.2 飢餓をゼロに → 鮮度保持包装、少量小分け包装で食糧支援が
圧倒的にしやすくなります。また、フードロスが大幅に削減されています。

• N0.3 全ての人に健康と福祉を → 二次感染防止に活躍するディス
ポーザル品（シリンジ、輸液バッグ、点滴チューブ）や検査コスト大幅に下
げる樹脂製検査キットなど、病院外での医療提供にも貢献しています。

• No.6 安全な水とトイレを世界中に → PETボトルは悪と思っている人が
多いのですが、人道支援における飲料水の提供にはPETボトルに勝るも
のはありません。また、超大口径の下水管もプラスチックで成形できます。

• No.7 エネルギーをみんなに、そしてクリーンに → 風力発電や太陽光
発電の効率化にはプラスチック素材が不可欠です。風力発電のブレード
は強化プラスチック、太陽電池の封止にはプラスチックのシートが欠かせ
ません。



プラスチックへの逆風

• プラスチックのごみ問題

• 特に海洋ごみ問題から世界中に「脱」プラス
チック、「反」プラスチックの流れ



プラスチック業界の動き

• 正しいことを伝える
–ニセ科学に負けない

• プラスチックごみ問題に真正面から取り組む

K2019ではサーキュラーエコノミーがメインテーマ



K2019とは

• 3年に1度ドイツのデュッセルドルフ・メッセ会場で開催される
世界最大のゴム・プラスチック見本市

• K2019は2019年10月16～23日（8日間）にわたり開催

• 出展者数：約3,300
（63か国）

• 来場者数：約225,000人
(165か国）

• 特徴：開発中の先進的な技術が積極的に公開される場

• 今回のメイントピックはデジタリゼーションとサーキュラー・エコ
ノミー



本日の内容

• K2019におけるサーキュラーエコノミー
への取り組み

–プラスチックごみ問題の現状

–リサイクル

–その他（生分解性、植物由来、二酸化炭素原
料化）



サーキュラー・エコノミー

• VDMA（ドイツ機械工業連盟）のサーキュ
ラーエコノミーブース

• EREMAのリサイクル実演

• 多くのブースでリサイクル材を使用

• 生分解性樹脂、植物由来樹脂の提案も多
数



プラスチックごみ問題の現状

• VDMA（ドイツ機械工業連盟）のサーキュ
ラーエコノミーブースにおける基調講演



VDMA

写真は主催者提供



VDMAのセミナー

• 2019-10-15 - Meet the press
• 2019-10-16 - Change now! Get ready for circularity
• 2019-10-17 - The Future of plastics packaging
• 2019-10-18 - Circular Economy worldwide
• 2019-10-19 - Plastics recycling
• 2019-10-20 - Recyclates in products
• 2019-10-21 - Waste management
• 2019-10-22 - Shaping the future with Circular Economy
• 2019-10-23 - Circular Economy - Conclusions at K 2019



世界におけるプラスチックの循環

大量の使用済みプラスチックが環境に流出している



使用済みプラスチックの発生（地域別）

アジア・オセアニアで約半分を占める



使用済みプラスチックの処理

アジア・オセアニアからの環境流出が非常に多い
アジア・オセアニアではリサイクル・エネルギー回収が多い
北米の環境流出は少ないが、埋立処分が多い



プラスチックごみの行方

• 地域
–発生の約半分はアジア・オセアニア

• 処理
–発生の約半分が環境に流出

• リサイクル方法
–アジア・オセアニアは熱回収が多い

–北米は埋立が多い



リサイクルの取り組み

• EREMAのリサイクル実演

• 多くのブースでリサイクル材を使用

• モノマテリアル化

• ケミカルリサイクル



EREMA









リサイクルの取り組みに関する動画



リサイクル材を使用した成形実演

• ARBURG

• ENGEL

• KraussMaffei

• Sumitimo DEMAG

• Kautex



ARBURG
スタックモールドの高速成形・再生材

• ハイブリッド成形機

• ８＋８キャビティのスタックモールド

• 再生PP（EREMA)30％＋バージンPP70％

• PE袋への自動包装



ENGEL
再生材＋サンドイッチ

• Skinmelt（サンドイッチ成形）でコア層に再生材（約50％）





KraussMaffei
再生材のアップサイクル

• PPのバケツ（インモールドラベル）

• バケツを粉砕、着色してペレット化
（改質材を添加して性能向上）

• ファブリックインサート、MuCell



アップサイクル

• 汎用用途→高付加価値用途

• 単純な材料→複雑な材料

• 補強材、添加剤を追加して再生



インモールドラベル成形

• 20L のバケツ
• サイクル：40秒
• 重量：1.2㎏



PEの刻印が入っていたが、材料はPP



自動色替コンパウンディング

• 自動クリーニング
• リキッドカラー
• 改質



発泡＋シートインサート

• ファブリックをインサート

• 裏からMuCellで射出して積層

• ファブリックは型内で打ち抜き（一部残す）

• 部分的にバリを出してカット



MuCell

端面までファブリック



Sumitomo DEMAG
インモールドラベル

• リサイクルPP
• インモールドラベル
• 高速（成形サイクル12.9秒）



Kautex
バイオマス由来PEのリサイクル

• ブロー成形機メーカー
• バイオマス由来のPEを用いた成形実演
• EREMAによるリサイクル





モノマテリアル化

• マルチマテリアル→分離が大変、燃やす
しかない

• 同じ材料同士の「複合化」→リサイクル
可能



Reifenhauser
延伸PETから延伸ポリオレフィン

CPP＋BOPP

オールPE



BASF
オールTPUシューズ

紐を含めて全てTPU
アディダスが数百足レベルでテスト中
将来は、使い終わったらアディダスの
店が回収するモデル



Covestro
オールTPUシューズ

紐以外が全てTPU製の
リサイクル可能な靴

3Dプリンターで造形した靴底



Zotefoams
PEと発泡PEからなるバリア包材



BASF
ケミカルリサイクル

廃プラをオイルに戻し
石油化学原料として使う



生分解性プラスチック

Wittamann Battenfeld



日精樹脂工業 PLAのシャンパングラス



二酸化炭素からの化学合成

原料の一部に二酸化炭素が持ちられた発泡ウレタン
（二酸化炭素が取り込まれている割合は20％）



プラスチックごみ問題と
どう向き合うべきか

• 専門家が正しいことを発信する
– 生分解性プラスチックについて

• 何でも生分解性プラで良いのか？

– プラスチック代替素材について
• 紙を使えば環境に優しいのか？

– 使い捨てについて
• ワンウェイ、ディスポーザルは悪なのか？

– プラスチックごみの最終処分について
• 燃料として活用するか、埋立するかどちらが良い？

– 不必要な使用
• PETボトルの飲料は買いすぎではないか
• プラスチックのマイボトルはどうか
• レジ袋とマイバッグのどちらが環境に優しい？ 市原方式は？



おわりに

K2019の資料が欲しい方
– 視察報告会スライド(約160枚）
– 入手資料PDF（プレスリリース、ブース配布）
– 報告会動画（2時間）
– 現地記録動画（約2時間）

本日のスライドの資料が欲しい方

直接ご連絡ください


